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は
じ
め
に

　

十
七
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
、
後
水
尾
院
の
主
導
に
よ
る
王
朝
古
典
復

興
へ
の
機
運
が
高
ま
る
な
か
、
や
ま
と
絵
流
派
の
土
佐
派
、
住
吉
派
が
制
作
し

た
歌
仙
絵
ほ
か
各
種
の
歌
絵
、
源
氏
絵
な
ど
に
は
、
天
皇
、
上
皇
周
辺
で
サ
ロ

ン
を
形
成
し
た
公
家
や
門
跡
ら
に
よ
る
膨
大
な
筆
跡
（
和
歌
・
詞
書
）
が
認
め

ら
れ
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
筆
跡
が
組
合
わ
さ
れ
た
画
帖
、
画
巻
、
あ
る
い
は

対
幅
作
品
に
お
け
る
伝
承
筆
者
の
妥
当
性
を
基
準
的
筆
跡
に
照
ら
し
て
検
証

し
、
近
世
や
ま
と
絵
作
品
の
制
作
年
代
絞
り
込
み
、
制
作
背
景
の
考
究
等
に
向

け
広
く
参
照
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

ま
ず
本
誌
第
十
九
号
で
は
、
重
要
文
化
財
「
大
寺
縁
起
」（
全
三
巻
、
大
阪
・

開
口
神
社
蔵
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た（

１
）。
土
佐
光
起
の
最
晩
年
（
元
禄
三
年
／

一
六
九
〇
＝
七
十
四
歳
）
の
基
準
作
で
、
下
巻
末
の
奥
書
に
制
作
時
の
純
然
た

る
詞
書
筆
者
目
録
が
含
ま
れ
る
。『
基
煕
公
記
』
の
関
係
記
事
や
近
年
の
保
存

修
理
で
明
ら
か
に
な
っ
た
墨
書
銘
な
ど
関
係
史
料
も
充
実
し
、
計
二
十
五
人
に

よ
り
執
筆
さ
れ
た
上
巻
五
段
、
中
巻
十
二
段
、
下
巻
八
段
の
詞
書
は
、
各
人
筆

跡
の
ゆ
る
ぎ
な
い
基
準
例
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
に
詞
書
筆

者
同
定
の
根
拠
が
完
備
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
極
め
て
ま
れ
な
部
類
に
属
す
る
。
後

世
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
も
筆
者
目
録
や
極
書
な
ど
付
属
文
書
が
添
っ
て

い
れ
ば
ま
ず
上
々
で
、
収
納
木
箱
や
軸
表
装
の
巻
絹
に
伝
承
筆
者
名
が
墨
書
さ

れ
る
だ
け
の
作
例
が
む
し
ろ
大
多
数
を
占
め
る
。

　

こ
こ
で
は
箱
書
き
の
み
あ
る
土
佐
光
起
筆「
三
夕
図
」（
個
人
蔵（

２
））、
お
よ
び
、

作
品
制
作
と
同
時
期
と
み
ら
れ
る
筆
者
目
録
が
付
属
す
る
土
佐
光
成
筆
「
新
六

哥
仙
画
帖
」（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵（

３
））の

二
件
の
歌
意
図
を
取
り
上
げ
、

計
九
人
の
伝
承
筆
者
各
人
の
筆
跡
と
し
て
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
。

一
　
土
佐
光
起
筆
「
三
夕
図
」（
個
人
蔵
）

　

本
作
は
、
い
わ
ゆ
る
三
夕
和
歌
を
詠
ん
だ
歌
人
（
寂
蓮
、
定
家
、
西
行
）
を

〈
研
究
資
料
〉近

世
や
ま
と
絵
作
品
に
お
け
る
公
家
ら
に
よ
る
詞
書
等
の
資
料
的
検
討

　
⑵ 

土
佐
光
起
筆
「
三
夕
図
」（
個
人
蔵
） 

 

土
佐
光
成
筆
「
新
六
哥
仙
画
帖
」（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）

知
　
念
　
　
　
理
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肖
像
で
は
な
く
、
詠
じ
ら
れ
た
風
景
に
た
た
ず
む
旅
人
に
見
立
て
て
描
く
三
幅

対
の
歌
意
図
【
図
１

－

１
〜
３
】
で
あ
る
。
人
物
と
そ
の
周
囲
の
樹
石
に
強
め

に
彩
色
を
入
れ
、
周
辺
の
情
景
を
淡
墨
・
淡
彩
で
仕
上
げ
る
画
面
空
間
は
実
に

瀟
洒
で
、
和
歌
の
享
受
と
と
も
に
立
ち
の
ぼ
る
深
い
余
韻
、
雅
や
か
な
情
趣
を

見
事
に
視
覚
化
し
て
い
る（

４
）。
光
起
は
承
応
度
内
裏
障
壁
画
に
も
三
夕
図
を
描
い

て
い
る
が
、
そ
の
画
面
の
雰
囲
気
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
本
作
な

ど
が
大
い
に
参
考
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
款
印
は
各
幅
と
も
に
「
土
佐
左
近
将

監
光
起
図
之
」、
白
文
方
印
「
光
起
之
印
」
が
備
わ
る
。

　

各
幅
に
書
さ
れ
る
三
夕
和
歌
（『
新
古
今
和
歌
集
』）
は
以
下
の
通
り
。

 

（
寂
蓮
） 　
　
　
　
　
　
　

さ
び
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り　

槙
立
つ
山
の
秋
の
夕
暮

 

（
定
家
） 　
　
　
　
　
　
　

み
わ
た
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り　

浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕
暮

 

（
西
行
） 　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
し
ら
れ
け
り　

鴫
た
つ
沢
の
秋
の
夕
暮

　

各
和
歌
の
伝
承
筆
者
に
関
す
る
情
報
は
木
箱
蓋
表
の
墨
書
【
図
２
】
で
あ
る
。

二
条
康
通
（
道
）
公　

槙
立
山
／
九
条
兼
晴
公　

浦
の
苫
や
／
近
衛
基
煕

公　

鴫
た
つ
沢 

※
（　

）
内
は
稿
者
補
足

　

二
条
康
道
（
一
六
〇
七

－

六
六
）
と
さ
れ
る
寂
蓮
幅
【
図
１

－

１
】
の
筆
跡

は
、
土
佐
光
則
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）
の
〈
若
紫
（
二
）〉

詞
書（

５
）と
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
も
右
に
若
干
傾
き
な
が
ら
、
ゆ
ら
ぎ
の
少
な
い

字
配
り
を
み
せ
、「
は
（
波
）・
も
（
毛
）・
な
（
奈
）」
な
ど
の
字
形
が
一
致
す

る
。
ま
た
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
掲
載
の
「
短
冊（

６
）」
で
も
「
さ
（
左
）・
は
（
波
）・

そ
（
曽
）・
の
（
能
、
乃
）・
れ
」
な
ど
の
字
形
が
一
致
す
る
。

　

九
条
兼
晴
（
一
六
四
一

－

七
七
）
と
さ
れ
る
定
家
幅
【
図
１

－

２
】
の
筆
跡

は
、
狩
野
探
幽
筆
「
新
三
十
六
歌
仙
図
帖
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
〈
右

一　

式
子
内
親
王
〉
和
歌（

７
）と
比
較
す
る
と
、「
の
（
乃
）・
秋
」
な
ど
の
字
形
が

一
致
し
、
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（M

IH
O
 M
U
SEU

M

蔵
）
の
第

一
巻
〈
若
紫
〉
詞
書（

８
）に
比
べ
て
も
、「
な
（
那
）・
け
（
気
）・
の
（
乃
）・
れ
」

な
ど
の
字
形
が
一
致
す
る
。

　

近
衛
基
煕
（
一
六
四
八

－

一
七
二
二
）
と
さ
れ
る
西
行
幅
【
図
１

－

３
】
の

筆
跡
は
、
例
え
ば
、
住
吉
具
慶
・
狩
野
秀
信
筆
「
時
代
不
同
歌
合
」（
静
嘉
堂

文
庫
美
術
館
蔵
）
の
〈
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
・
山
辺
赤
人
〉
和
歌（

９
）と

比
較
す
る
と
、「
な
・
み
・
あ
・
れ
（
礼
）・
は
（
盤
）・
つ
（
津
）」
な
ど
、
基

煕
特
有
の
字
形
が
一
致
す
る
。

　

以
上
か
ら
、
本
「
三
夕
図
」
に
書
さ
れ
た
和
歌
は
い
ず
れ
も
、
木
箱
蓋
表
に

墨
書
さ
れ
た
各
伝
承
筆
者
の
筆
跡
と
し
て
妥
当
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
近
衛

基
煕
の
年
齢
を
考
慮
す
る
と
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）・
十
四
歳
あ
た
り
が
揮

毫
の
上
限
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
二
条
康
道
の
没
年
が
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
＝

六
十
歳
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
寛
文
年
間
前
半
中
（
一
六
六
一

－

六
六
）

ま
で
制
作
年
代
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。光
起
が
三
十
八
歳（
承
応
三
年
・

一
六
五
四
）
で
左
近
衛
将
監
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
十
年
前
後
の
作
と
な
る
。

　

こ
の
間
、
寛
文
四
年
に
は
九
条
兼
晴
が
二
十
四
歳
で
、
翌
五
年
近
衛
基
煕
が

十
八
歳
で
、
と
も
に
若
く
し
て
内
大
臣
に
昇
進
し
て
い
る
。
わ
ず
か
三
人
の
寄

合
書
き
で
も
生
没
年
に
差
が
あ
る
人
物
が
交
じ
っ
て
い
れ
ば
、
筆
跡
の
妥
当
性

を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
制
作
年
代
を
絞
れ
る
一
例
と
い
え
よ
う
。

二
　
土
佐
光
成
筆
「
新
六
哥
仙
画
帖
」（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）

　

公
家
ら
の
筆
跡
検
証
を
伴
う
先
学
ら
の
作
品
研
究
で
は
、
土
佐
光
起
、
住
吉
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如
慶
・
具
慶
、
あ
る
い
は
狩
野
探
幽
と
い
っ
た
十
七
世
紀
な
か
ば
か
ら
後
半
に

活
躍
期
を
も
つ
絵
師
ら
の
作
品
が
主
た
る
考
察
対
象
と
さ
れ
て
き
た
が
、
十
七

世
紀
終
わ
り
か
ら
十
八
世
紀
を
ま
た
ぐ
次
世
代
の
絵
師
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
着
手
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
筆
頭
に
あ
げ
た
い
の
は
光
起
の
後
継
者

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
調
査
を
通
じ
て
各
種
歌
絵
制
作
へ
の
積
極
的
な
関

与
が
う
か
が
え
る
土
佐
光
成
で
あ
る）

10
（

。
光
成
作
品
で
は
筆
跡
の
担
い
手
で
あ
る

摂
関
家
ら
の
公
家
、
門
跡
も
同
様
に
次
世
代
の
面
々
へ
と
移
行
し
て
い
る
が
、

現
状
で
は
比
較
す
べ
き
基
準
的
筆
跡
の
検
索
が
難
し
い
人
物
の
筆
跡
に
関
し
て

も
積
極
的
に
蓄
積
を
進
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

　

土
佐
光
成
筆
「
新
六
哥
仙
画
帖
」（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
は
、

和
歌
六
面
【
図
３

－

和
歌
１
〜
６
】、
絵
六
面
【
図
４

－

絵
１
〜
６
】
で
構
成

さ
れ
る）

11
（

。
和
歌
料
紙
は
金
泥
で
竜
欄
文
を
押
し
、
金
銀
泥
の
飛
蝶
、
飛
燕
を
散

ら
し
た
染
紙
で
、
歌
仙
名
と
『
新
古
今
和
歌
集
』
か
ら
選
ば
れ
た
各
人
の
和
歌

を
二
首
ず
つ
散
ら
し
書
す
る）

12
（

。

【
図
３

－

和
歌
１
】 

後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣　

空
は
な
を
か
す
み
も
や
ら
ず
風
さ
え
て　

雪
げ
に
く
も
る
春
の
夜
の
月

さ
そ
は
れ
ぬ
人
の
た
め
と
や
残
り
け
ん　

明
日
よ
り
さ
き
の
花
の
白
雪

【
図
３

－

和
歌
２
】 

前
大
僧
正
慈
円 　
　
　
　

ふ
け
ゆ
か
ば
煙
も
あ
ら
じ
塩
釜
の　

う
ら
み
な
は
て
そ
秋
の
夜
の
月

雁
の
く
る
伏
見
の
小
田
に
夢
さ
め
て　

ね
ぬ
よ
の
庵
に
月
を
み
る
か
な

【
図
３

－
和
歌
３
】 

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成 　
　

 

雨
そ
ゝ
ぐ
花
た
ち
ば
な
に
風
す
ぎ
て　

山
時
鳥
雲
に
な
く
な
り

大
井
河
か
ゞ
り
さ
し
ゆ
く
鵜
飼
舟　

い
く
せ
に
夏
の
夜
を
あ
か
す
ら
ん

【
図
３

－

和
歌
４
】 

前
中
納
言
定
家 　
　
　
　

梅
の
花
に
ほ
ひ
を
う
つ
す
袖
の
う
へ
に　

軒
も
る
月
の
か
げ
ぞ
あ
ら
そ
ふ

時
わ
か
ぬ
波
さ
へ
色
に
い
づ
み
河　

は
ゝ
そ
の
も
り
に
嵐
ふ
く
ら
し

【
図
３

－

和
歌
５
】 

従
二
位
家
隆 　
　
　
　
　

思
ふ
ど
ち
そ
こ
と
も
知
ら
ず
ゆ
き
く
れ
ぬ　

花
の
宿
か
せ
野
べ
の
鶯

秋
の
夜
の
月
や
雄
島
の
あ
ま
の
は
ら　

あ
け
が
た
ち
か
き
沖
の
つ
り
舟

【
図
３

－

和
歌
６
】 

西
行
法
師 　
　
　
　
　
　

さ
び
し
さ
に
た
へ
た
る
人
の
又
も
あ
れ
な　

庵
な
ら
べ
ん
冬
の
山
里

小
山
田
の
庵
近
く
な
く
鹿
の
音
に　

お
ど
ろ
か
さ
れ
て
お
ど
ろ
か
す
か
な

　

一
方
、
絵
は
前
節
の
光
起
に
よ
る
「
三
夕
図
」
同
様
、
歌
仙
の
肖
像
で
は
な

く
歌
意
図
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
二
首
の
和
歌
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
意
を
巧
み
に

組
み
合
わ
せ
た
情
景
（
月
夜
と
水
景
が
多
い
）
を
作
り
こ
む
面
白
い
趣
向
を
も

つ
。

　

例
え
ば
「
後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣
」
和
歌
【
図
３

－

和
歌
１
】
に
対
応
す

る
絵
【
図
４

－

絵
１
】
で
は
、
硯
箱
の
蓋
に
盛
っ
た
「
花
の
白
雪
」
を
贈
ら
れ

た
歌
人
が
、
雪
の
気
配
も
す
る
肌
寒
い
春
の
お
ぼ
ろ
月
夜
を
眺
め
る
様
と
な
っ

て
い
る
（
た
だ
し
絵
は
和
歌
と
同
じ
台
紙
の
裏
面
に
貼
ら
れ
同
時
に
見
る
こ
と

は
で
き
な
い
）。
樹
石
、
人
物
の
細
密
描
写
は
的
確
で
、
透
明
感
あ
る
彩
色
が

柔
ら
か
な
金
泥
の
霞
に
包
ま
れ
て
素
地
に
映
え
、
抒
情
味
あ
ふ
れ
る
優
美
な
画

調
を
奏
で
て
い
る
。
な
お
俊
成
、
西
行
和
歌
【
図
３

－

和
歌
３
／
６
】
に
対
応

す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
【
図
４

－

絵
３
／
６
】
に
は
歌
人
の
姿
は
み
え
な
い
。「
西

行
法
師
」
和
歌
【
図
３

－

和
歌
６
】
に
対
応
す
る
絵
【
図
４

－

絵
６
】
に
「
土

左
／
従
五
位
下
刑
部
権
大
輔
藤
原
光
成
筆
」
の
款
記
が
あ
り
、
す
べ
て
の
絵
に

朱
文
方
印
「
印
章
」
を
お
す
。

　

本
画
帖
の
和
歌
伝
承
筆
者
に
関
す
る
情
報
と
し
て
は
、「
六
歌
仙
色
紙
筆
者

目
録
」【
図
５
】
一
通
が
付
属
す
る
。
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後
京
極　

左
大
臣
／
慈
圓　

右
大
臣
／
俊
成　

一
乗
院
宮
／
定
家　

妙
法

院
宮
／
家
隆　

曼
殊
院
宮
／
西
行　

内
大
臣
／
外
題　

関
白

　

官
職
と
門
跡
名
だ
け
を
簡
潔
に
記
し
た
目
録
で
、
画
帖
制
作
と
同
時
代
の
宮

廷
社
会
に
対
す
る
認
識
共
有
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
付
属
さ
せ
る
意
味
を
も
た

な
い
表
記
で
あ
り
、
後
世
の
鑑
定
・
評
価
に
伴
う
二
次
的
な
作
為
に
よ
ら
な
い

筆
者
目
録
と
判
断
す
る
。

　

ま
ず
左
大
臣
、
右
大
臣
、
内
大
臣
、
関
白
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
光
成
が
款

記
の
「
従
五
位
下
刑
部
権
大
輔
」
に
叙
せ
ら
れ
た
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）

か
ら
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
で
没
す
る
ま
で
の
間
の
在
任
者
を
『
公
卿
補
任
』

に
よ
り
整
理
す
る
と
後
掲
の
【
別
表
】
の
よ
う
な
顔
ぶ
れ
と
な
る
。（　

）
内

の
公
家
ら
は
元
禄
十
七
年
の
摂
関
家
の
連
動
的
な
昇
進
に
と
も
な
う
極
め
て
短

期
の
調
整
的
叙
任
で
、
こ
こ
で
は
考
慮
か
ら
外
し
て
よ
い
。
実
質
的
に
は
太
字

で
示
し
た
摂
関
家
の
公
家
ら
が
伝
承
筆
者
検
討
の
対
象
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
摂
関
家
公
家
の
な
か
で
、
容
易
に
そ
の
筆
跡
に
当
り
が
付
け
ら
れ
る

人
物
が
い
る
。
洗
練
さ
れ
た
上
代
様
を
特
徴
と
す
る
近
衛
家
煕
（
一
六
六
七

－

一
七
三
六
）
で
あ
る
。
本
画
帖
で
は
「
前
大
僧
正
慈
円
」【
図
３

－

和
歌
２
】

の
書
風
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
前
稿
で
取
り
上
げ
た
土
佐
光
起
筆「
大
寺
縁
起
」

（
開
口
神
社
蔵
）
の
下
巻
〈
第
一
段
〉
詞
書）

13
（

に
限
っ
て
み
て
も
、
斜
画
を
と
も

な
い
右
に
傾
く
特
徴
あ
る
「
月
」
の
字
形
を
は
じ
め
と
し
て
、「
正
・
あ
・
の

（
乃
）・
に
（
耳
）・
を
」
な
ど
の
字
形
が
一
致
す
る
。
さ
ら
に
「
和
歌
懐
紙
」（
陽

明
文
庫
蔵）

14
（

）
で
は
、「
ゆ
（
遊
）・
し
（
志
）・
み
・
つ
（
都
）・
ふ
（
布
）」
な

ど
多
く
の
字
形
が
一
致
す
る
ほ
か
、「
秋
・
夜
・
る
（
流
）」
な
ど
の
字
形
も
他

の
筆
跡
に
あ
た
る
と
一
致
が
確
認
で
き
、
染
筆
者
は
家
煕
で
間
違
い
な
い
。
右

大
臣
が
家
煕
で
確
定
で
き
る
と
、
そ
の
在
任
期
間
か
ら
左
大
臣
は
鷹
司
兼
煕
、

内
大
臣
は
九
条
輔
実
、
関
白
は
近
衛
基
煕
に
決
ま
っ
て
く
る
。

　

ま
ず
、
筆
者
目
録
が
左
大
臣
の
染
筆
と
す
る
「
後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣
」

和
歌
【
図
３

－
和
歌
１
】
が
鷹
司
兼
煕
（
一
六
五
九

－

一
七
二
五
）
の
筆
跡
と

み
れ
る
か
ど
う
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
そ
う
判
断
し
て
問
題
な
い
。
実
は
兼
煕

も
比
較
的
当
り
を
付
け
や
す
い
筆
跡
を
持
つ
公
家
で
、
肉
太
で
筆
勢
あ
ふ
れ
る

折
れ
、
は
ね
、
は
ら
い
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
や
は
り
「
大
寺
縁
起
」
の
中
巻

〈
第
一
段
〉詞
書）

15
（

と
比
較
し
て
み
る
と
、「
を（
越
）・
や
・
す（
須
）・
け（
遣
）・

る
（
類
）・
夜
・
の
（
乃
）」
な
ど
の
字
形
が
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
狩
野
派
作

品
だ
が
、
狩
野
常
信
筆
「
和
歌
十
躰
」（
個
人
蔵
）
の
〈
幽
玄
躰
〉
和
歌）

16
（

を
兼

煕
は
染
筆
し
て
お
り
、「
そ
・
乃
・
の
・
れ
」
な
ど
の
字
形
と
筆
勢
の
特
徴
を

一
致
さ
せ
る）

17
（

。

　

次
に
、
筆
者
目
録
が
内
大
臣
、
つ
ま
り
九
条
輔
実
（
一
六
六
九

－

一
七
二
九
）

を
染
筆
者
と
す
る
「
西
行
法
師
」
和
歌
【
図
３

－

和
歌
６
】
で
あ
る
が
、
輔
実

の
遺
墨
は
ま
れ
と
も
い
わ
れ
、
参
照
で
き
た
筆
跡
は
ご
く
わ
ず
か
だ
が
以
下
の

よ
う
な
狩
野
派
作
例
が
あ
る
。
ま
ず
前
出
の
狩
野
常
信
筆「
和
歌
十
躰
」の〈
長

高
躰
〉
和
歌）

18
（

と
比
較
す
る
と
、「
や
・
山
」
の
字
形
が
一
致
す
る
ほ
か
、
狩
野

岑
信
筆
「
女
房
三
十
六
歌
仙
画
帖
」（
赤
穂
市
教
育
委
員
会
蔵）

19
（

）
の
〈
相
模
〉

和
歌
【
図
６
】
で
は
、「
へ
・
の
（
能
）・
と
・
ろ
（
路
）・
か
」
の
字
形
が
一

致
す
る
。
ま
た
、「
九
条
輔
実
筆
和
歌
懐
紙
」（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

蔵）
20
（

）
で
は
、「
ひ
（
飛
）・
た
（
堂
）」
の
字
形
が
一
致
し
、
九
条
輔
実
の
筆
跡

と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

残
る
は
三
門
跡
で
あ
る
。
元
禄
九
年
か
ら
宝
永
七
年
の
間
の
門
跡
は
、「
一

乗
院
宮
」
が
真
敬
法
親
王
、「
妙
法
院
宮
」
が
堯
延
法
親
王
、「
曼
殊
院
宮
」
が

良
応
法
親
王
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
。
後
二
者
は
筆
跡
の
報
告
も
比
較
的
多
い

堯
如
法
親
王
、
良
尚
法
親
王
の
各
付
弟
で
あ
る
が
、
こ
の
世
代
の
門
跡
に
関
し

て
は
現
時
点
で
参
照
可
能
な
手
元
の
筆
跡
情
報
は
限
ら
れ
て
く
る
。
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ま
ず
、
筆
者
目
録
が
一
乗
院
宮
＝
真
敬
法
親
王
（
一
六
四
九

－

一
七
〇
六
）

の
染
筆
と
す
る
「
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
」
和
歌
【
図
３

－

和
歌
３
】
だ
が
、「
大

寺
縁
起
」
の
下
巻
〈
第
八
段
〉
詞
書）

21
（

と
比
較
す
る
と
、「
あ
・
な
・
に
（
耳
）・

を
（
越
）・
す
（
須
）」
な
ど
の
字
形
、
あ
る
い
は
字
画
の
隙
間
を
つ
ぶ
す
ク
セ

を
一
致
さ
せ
る
。
ま
た
、
真
敬
法
親
王
の
若
い
時
期
に
遡
る
筆
跡
だ
が
、
前
節

で
九
条
兼
晴
に
関
し
て
取
り
上
げ
た
、住
吉
具
慶
筆「
源
氏
物
語
絵
巻
」（M

IH
O
 

M
U
SEU

M

蔵
）
の
第
一
巻
〈
花
散
里
〉
詞
書）

22
（

で
も
「
き
・
ち
・
を
（
越
）・

り
（
里
）」
な
ど
の
字
形
が
一
致
し
て
お
り
真
筆
と
判
断
で
き
る
。

　

次
に
、
妙
法
院
宮
＝
堯
延
法
親
王
（
一
六
七
六

－

一
七
一
八
）
の
染
筆
と
す

る
「
前
中
納
言
定
家
」
和
歌
【
図
３

－

和
歌
４
】
は
、
前
出
の
狩
野
岑
信
筆
「
女

房
三
十
六
歌
仙
画
帖
」（
赤
穂
市
教
育
委
員
会
蔵
）
の
〈
宮
内
卿
〉
和
歌
【
図
７
】

と
比
較
す
る
と
、
行
間
が
詰
ま
っ
た
字
配
り
や
、「
の
・
は
（
者
・
波
）」
の
字

形
に
一
致
を
み
る
。
慎
重
を
期
す
な
ら
ば
さ
ら
に
比
較
材
料
が
必
要
だ
が
同
筆

と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
お
「
十
二
ヶ
月
花
鳥
和
歌
」（
早

稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
の
〈
十
二
月
〉
和
歌）

23
（

へ
の
染
筆
が
検
索
で
き
る
。

　

さ
い
ご
に
、
曼
殊
院
＝
良
応
法
親
王
（
一
六
七
八

－

一
七
〇
八
）
の
染
筆
と

す
る
「
従
二
位
家
隆
」
和
歌
【
図
３

－

和
歌
５
】
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
前
出

の
狩
野
岑
信
筆
「
女
房
三
十
六
歌
仙
画
帖
」
の
〈
中
務
〉
和
歌
【
図
８
】
に
あ

た
る
と
、「
す
（
寸
）・
つ
（
津
）・
り
（
里
）・
羅
（
ら
）
あ
（
阿
）・
け
（
気
）」

な
ど
の
字
形
が
、
ま
た
同
じ
く
前
出
の
狩
野
常
信
筆
「
和
歌
十
躰
」
の
〈
面
白

體）
24
（

〉
で
は
、「
ひ
・
す
（
春
）・
あ
（
阿
）」
な
ど
の
字
形
が
一
致
す
る
。
良
応

法
親
王
は
註
17
で
触
れ
た
「
南
都
八
景
画
帖
」
の
〈
佐
保
川
蛍
〉、
同
じ
く
「
十

体
和
歌
画
帖
」
の
〈
鬼
拉
體
〉
の
伝
承
筆
者
で
も
あ
り
、
光
成
作
品
へ
の
関
与

が
深
い
門
跡
と
い
え
る
。

　

以
上
、
本
画
帖
に
含
ま
れ
る
和
歌
筆
跡
の
検
証
を
行
っ
た
が
、
左
大
臣
・
鷹

司
兼
煕
を
は
じ
め
、
筆
者
目
録
に
記
さ
れ
た
公
家
・
門
跡
の
基
準
的
筆
跡
に
そ

れ
ぞ
れ
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
お
お
む
ね
確
認
で
き
た
。
関
白
＝
近
衛

基
煕
と
さ
れ
る
「
外
題
」【
図
９
】
は
「
六
哥
仙
」
の
三
文
字
で
検
証
に
は
及

び
難
い
も
の
の
順
当
な
揮
毫
の
割
り
当
て
で
あ
り
、
あ
え
て
こ
れ
だ
け
を
し
り

ぞ
け
る
理
由
も
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
画
帖
の
制
作
は
、
元
禄
九
年
（
一
六

九
六
）
か
ら
、
近
衛
基
熙
に
代
わ
り
鷹
司
兼
煕
が
関
白
に
昇
進
す
る
元
禄
十
六

年(

一
七
〇
三)

一
月
ま
で
の
間
に
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

久
保
惣
画
帖
を
収
め
る
外
箱
に
は
「
六
歌
仙
／
禁
裏
ゟ
御
拝
領
」
の
墨
書
貼

紙
が
あ
る
。
表
紙
【
図
９
】
は
萌
黄
地
に
金
糸
の
丸
龍
文
を
入
れ
た
花
唐
草
文

緞
子
で
、
四
隅
は
十
五
葉
菊
花
の
金
具
の
留
め
具
と
す
る
。
こ
の
装
幀
は
当
初

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
漠
然
と
し
た
印
象
な
が
ら
、
宮
中
へ
の
献
上
品
で

あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

25
（

。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
が
、
近
衛
家
煕
筆
「
新
六
歌
仙
」（
一
帖
・

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
で
あ
る
。
新
六
歌
仙
の
各
人
二
首
の
和
歌
を
異
な

る
散
ら
し
書
で
表
裏
に
貼
っ
て
帖
仕
立
て
と
し
て
い
る
。『
近
衛
家
煕

－

風
雅

の
探
求
』（
図
版
№
４
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
に
、
俊
成

(

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成)

と
定
家
（
前
中
納
言
定
家
）
の
和
歌
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
俊
成
、
定
家
と
も
今
回
検
討
し
た
久
保
惣
画
帖
の
和
歌

【
図
３

－

和
歌
３
／
４
】
と
全
く
同
一
と
い
っ
て
よ
い
字
配
り
の
散
ら
し
書
が

認
め
ら
れ
る
（
一
部
文
字
は
異
な
る
）
こ
と
で
あ
る
。
宮
中
へ
の
献
上
時
期
な

ど
は
不
詳
（
昭
憲
皇
太
后
の
御
遺
物
）
の
よ
う
だ
が
、
久
保
惣
画
帖
の
成
立
、

伝
来
に
全
く
無
関
係
な
品
と
も
思
わ
れ
な
い
。註
12
で
み
た
よ
う
に
後
水
尾
院
、
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後
西
院
の
撰
と
さ
れ
る
「
新
六
歌
仙
」
が
伝
わ
る
が
、
久
保
惣
画
帖
の
和
歌
の

撰
者
も
恐
ら
く
は
院
か
天
皇
（
霊
元
、
東
山
）
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

ま
ず
は
今
後
、右
の
近
衛
家
煕
筆
「
新
六
歌
仙
」
の
内
容
調
査
を
期
し
、改
め

て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
本
稿
で
は
十
分
に
比
較
材
料
を
揃
え
ら
れ
な
か
っ

た
堂
上
方
の
筆
跡
な
ど
と
も
あ
わ
せ
て
、
大
方
よ
り
ご
教
示
を
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
る
。

註１　

知
念
理
「〈
研
究
資
料
〉
近
世
や
ま
と
絵
作
品
に
お
け
る
公
家
ら
に
よ
る
詞
書
等
の
資

料
的
検
討
（
１
）
土
佐
光
起
筆
「
大
寺
縁
起
」（
開
口
神
社
蔵
）」、『
大
阪
市
立
美
術

館
紀
要
』
第
十
九
号
、
二
〇
一
九
年
。

２　

三
幅
、
絹
本
着
色
、（
各
）
三
九
・
〇
×
六
一
・
五
セ
ン
チ
。『
特
別
陳
列　

土
佐
光

起
生
誕
四
〇
〇
年　

近
世
や
ま
と
絵
の
開
花
│
和
の
エ
レ
ガ
ン
ス
│
』(

大
阪
市
立

美
術
館
、
二
〇
一
七
年)

図
版
№
34
参
照
。

３　

一
帖
、
絵
：
絹
本
着
色
、
和
歌
：
彩
牋
墨
書
。（
絵
各
）
三
一
・
八
×
四
三
・
八
セ
ン

チ
。『
特
別
展　

土
佐
派
と
住
吉
派
│
や
ま
と
絵
の
荘
重
と
軽
妙
│
』（
和
泉
市
久
保

惣
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
）
図
版
№
66
参
照
。
作
品
名
称
の
「
哥
」
は
本
図
録

で
の
表
記
に
従
っ
た
（
画
帖
表
紙
に
貼
ら
れ
た
外
題
に
よ
る
）。

４　

近
似
の
描
写
内
容
に
よ
る
縦
幅
三
幅
対
の
「
三
夕
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
も
光

起
は
描
い
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
大
き
す
ぎ
る
余
白
を
も
て
余
し
た
感
も
う
か
が
え

る
。
ま
た
土
佐
光
成
に
は
三
歌
人
の
肖
像
を
並
べ
、
上
方
に
簡
略
な
歌
意
風
景
を
分

離
的
に
加
え
た
横
単
幅
の
「
三
夕
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
あ
る
。

５　

榊
原
悟
責
任
編
集
『
江
戸
名
作
画
帖
全
集
Ⅴ　

土
佐
・
住
吉
派　

光
則
・
光
起
・
具

慶
』（
駸
々
堂
出
版
株
式
会
社
、
一
九
九
三
年
）
図
版
№
203
参
照
。

６　

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
十
七
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）
図
版
№
117

〜
120
参
照
。

７　

松
原
茂
「
狩
野
探
幽
筆
「
新
三
十
六
歌
仙
図
帖
」
の
制
作
事
情
」(

『
水
莖
』
二
号
、

一
九
八
七
年)

口
絵
図
版
、
本
文
挿
図
参
照
。

８　

榊
原
悟
「
住
吉
派
『
源
氏
絵
』
解
題

－

附
諸
本
詞
書

－

」（『
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
』

三
号
、
一
九
八
九
年
）
図
33
の
４
参
照
。

９　

前
掲
５
榊
原
『
同
書
』
図
版
№
193
参
照
。

10　
「
三
夕
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、「
新
六
歌
仙
画
帖
」（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
、
た

だ
し
所
蔵
品
図
録
で
は
「
六
歌
仙
画
帖
」）、「
新
三
十
六
歌
仙
図
帖
」（
二
作
品
あ
り
、

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）、「
南
都
八
景
画
帖
」（
個
人
蔵
）、「
十
体
和
歌
画
帖
」

（
個
人
蔵
）、「
十
二
首
和
歌
絵
屛
風
」（
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
）、「
定
家
詠
十

二
ヶ
月
花
鳥
図
屏
風
」（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
）
な
ど
。

11　

新
六
歌
仙
は
新
古
今
時
代
を
代
表
す
る
六
歌
人
（
良
経
・
慈
円
・
俊
成
・
定
家
・
家

隆
・
西
行
）
で
、
古
今
時
代
の
六
歌
仙
に
な
ら
い
称
し
た
も
の
。
牡
丹
花
肖
柏
が
こ

の
六
人
の
秀
歌
を
抄
出
し
た
『
六
家
抄
』（
一
五
〇
五
年
頃
成
立
）
を
撰
ん
だ
あ
た
り

か
ら
始
ま
る
概
念
で
、
各
人
の
私
歌
集
を
集
成
し
た
『
六
家
集
』
が
で
き
、
そ
れ
が

寛
文
年
間
に
版
行
さ
れ
広
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

12　

久
曽
神
昇
編
『
日
本
歌
学
大
系　

別
巻
第
六
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
四
年
）
所
収
の

「
新
六
歌
仙
」
関
係
の
諸
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
と
は
、
和
歌
の
選
択
が
大
き
く
異

な
る
。
例
え
ば
「
新
六
歌
仙
﹇
丁
﹈﹇
雪
月
花
﹈
後
水
尾
院
御
撰
」
で
は
、
久
保
惣
画

帖
と
同
順
序
の
歌
人
の
配
列
で
三
首
づ
つ
計
十
八
首
が
撰
ば
れ
て
い
る
が
、
和
歌
の

一
致
は
慈
円
の
「
ふ
け
ゆ
か
ば
」
一
首
の
み
。
ま
た
「
勅
撰
六
歌
仙
﹇
戊
﹈
後
西
院
」

に
は
一
致
す
る
和
歌
が
な
い
。

13　

前
掲
１
知
念
「
同
論
文
」【
図
２

－

18
】
参
照
。

14　
『
特
別
展
覧
会　

王
朝
文
化
の
華　

陽
明
文
庫
名
宝
展　

宮
廷
貴
族
近
衛
家
の
一
千

年
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
）
図
版
№
91
参
照
。

15　

前
掲
１
知
念
「
同
論
文
」【
図
２

－

６
】
参
照
。

16　

安
村
敏
信
責
任
編
集
『
江
戸
名
作
画
帖
全
集
Ⅳ　

狩
野
派　

探
幽
・
守
景
・
一
蝶
』

（
駸
々
堂
出
版
株
式
会
社
、
一
九
九
四
年
）
図
版
№
256
参
照
。
宝
永
元
〜
二
年
（
一
七

〇
四
〜
〇
五
）
の
制
作
と
さ
れ
る
。

17　

兼
煕
は
そ
の
父
・
房
輔
に
比
す
る
と
、
い
ま
だ
筆
跡
情
報
の
蓄
積
に
乏
し
い
次
世
代

だ
が
、
潜
在
的
に
は
か
な
り
の
数
の
染
筆
が
伝
在
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

前
掲
10
の
光
成
筆
「
南
都
八
景
画
帖
」、「
十
体
和
歌
画
帖
」
の
初
段
の
和
歌
は
関
白

の
兼
煕
を
伝
承
筆
者
と
す
る
。
今
回
詳
し
く
触
れ
て
い
な
い
が
、
兼
煕
の
基
準
的
筆

跡
に
含
ん
で
よ
い
と
見
込
ま
れ
る
。
前
掲
２
『
同
書
』
図
版
№
29
・
30
、
お
よ
び
知

念
理
「
解
題
」
参
照
。

18　

前
掲
16
安
村
『
同
書
』
図
版
№
257
参
照
。

19　

一
帖
、
赤
穂
市
指
定
文
化
財
。
赤
穂
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
兵
庫
県
赤
穂

市
の
文
化
財
」、『
特
別
展　

赤
穂
の
指
定
文
化
財
』（
赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇

一
一
年
）
図
版
№
13
参
照
。
絵
画
作
品
と
し
て
、
ま
た
和
歌
筆
跡
と
し
て
本
格
的
な

研
究
が
ま
だ
み
ら
れ
な
い
作
品
な
が
ら
、
自
身
の
調
査
所
見
と
し
て
、
付
属
す
る
筆
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者
目
録
（
若
干
写
し
誤
り
も
あ
る
が
）
に
沿
う
堂
上
方
の
和
歌
筆
跡
と
認
め
て
よ
い

と
判
断
す
る
。
各
人
の
官
位
か
ら
宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）頃
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。

画
帖
右
頁
の
和
歌
色
紙
は
外
周
に
鮮
や
か
な
草
花
、
樹
木
（
一
部
に
は
月
や
水
流
も

加
わ
る
）
を
描
き
、
細
か
に
切
り
抜
き
を
ほ
ど
こ
し
て
台
紙
に
貼
る
凝
っ
た
意
匠
を

も
ち
、
前
掲
16
の
狩
野
常
信
筆
「
和
歌
十
躰
」
の
色
紙
と
類
似
の
装
飾
性
を
有
す
る
。

将
軍
家
周
辺
か
ら
の
御
用
か
と
も
推
測
さ
れ
る
が
、
常
信
と
岑
信
の
近
い
距
離
、
制

作
年
の
近
接
な
ど
成
立
背
景
に
注
意
す
べ
き
二
作
品
で
あ
る
。

20　

一
幅
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。

21　

前
掲
1
知
念
「
同
論
文
」【
図
2

－

25
】
参
照
。

22　

前
掲
８
榊
原
「
同
論
文
」
図
33
の
８
参
照
。

23　

二
巻
、
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。

24　

前
掲
16
安
村
『
同
書
』
図
版
№
261
参
照
。

25　

昭
和
十
七
年
に
「
酒
井
家
」
が
出
し
た
譲
状
も
付
属
す
る
が
、「
酒
井
忠
道
／
号
林
堂
」

の
白
文
方
印
が
誰
の
印
章
か
不
明
。
小
浜
酒
井
家
の
忠
道
は
大
正
九
年
に
没
し
て
い

る
。
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【図１－１】寂蓮

【図１－２】定家
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【図１－３】西行

【図２】

【図５】

【別表】

元禄９・1696 元禄16・1703 元禄17・1704（宝永元） 宝永４・1707 宝永５・1708 宝永６・1709 宝永７・1710

関　白 近衛基煕→ 鷹司兼煕→ 近衛家煕→ （摂政） （太政大臣）

左大臣 鷹司兼煕→ （大炊御門経光） 近衛家煕→ 九条輔実→

右大臣 近衛家煕→ （三条実治） 九条輔実→ 二条綱平→

内大臣 九条輔実→ （中院通茂） 二条綱平→ 今出川伊季→ 久我通誠→



─ 59 ─

【図３－和歌１】後京極摂政前太政大臣

【図３－和歌２】前大僧正慈円
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【図３－和歌３】皇太后宮大夫俊成

【図３－和歌４】前中納言定家
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【図３－和歌５】従二位家隆

【図３－和歌６】西行法師
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【図４－絵１】和歌１（後京極摂政前太政大臣）の絵【図４－絵２】和歌２（前大僧正慈円）の絵

【図４－絵３】和歌３（皇太后宮大夫俊成）の絵【図４－絵４】和歌４（前中納言定家）の絵

【図４－絵５】和歌５（従二位家隆）の絵【図４－絵６】和歌６（西行法師）の絵
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【図６】「女房三十六歌仙画帖」〈相模〉和歌【図７】「女房三十六歌仙画帖」〈宮内卿〉和歌

【図８】「女房三十六歌仙画帖」〈中務〉和歌【図９】「新六哥仙画帖」・表紙


